　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社福第１００３－１号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２９年８月３１日
　各社会福祉施設等の長　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　埼玉県福祉部長　田島　浩（公印省略）

腸管出血性大腸菌感染症対策の徹底について（依頼）
　本県福祉行政の推進につきましては、日頃格別の御協力をいただき厚くお礼申し上げます。
　このたび、埼玉県保健医療部から、別添のとおり腸管出血性大腸菌感染症報告数の増加に伴う注意喚起の依頼がありました。腸管出血性大腸菌にはＯ１５７などがあり、感染すると激しい腹痛や嘔吐を引き起こします。ＨＵＳ（溶血性尿毒症症候群）などの重症合併症を引き起こした場合には死に至ることもあり、平成２８年８月に東京都と千葉県の高齢者施設で発生したＯ１５７が原因の食中毒では６名が亡くなられています。乳幼児、高齢者などの抵抗力の弱い人は重症化しやすいため、特に注意が必要です。
　各施設におかれましては、上記通知を参考に手洗い等の対策を徹底していただくとともに、施設内で感染が確認された場合は、危機管理マニュアルに基づき、速やかに関係機関への報告をお願いします。
　〔参考資料〕

　【腸管出血性大腸菌感染症流行情報（埼玉県ホームページ）】

　　https://www.pref.saitama.lg.jp/b0714/surveillance/o157.html
　【「大量調理施設衛生管理マニュアル」の改正について（平成２９年６月１６日付

　　厚生労働省　生食発０６１６第１号（厚生労働省ホームページ）】
http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11130500-Shokuhinanzenbu/0000168026.pdf
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